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社会学・社会政策領域	 

研究・教育ステージ制	 

	 

2007-2009 年度生に適用	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

Ⅰ	 研究ステージ	 

【Ｒステージ１】～３Ｐ	 

	 	 	 ３Ｐ以上獲得した段階で研究プレゼンテーション１	 	 

	 	 	 （主任指導、副指導教員等３名以上、院生参加）→点数評価／コメント	 

	 

【Ｒステージ２】～６Ｐ	 

	 	 	 ６Ｐ以上獲得した段階で研究プレゼンテーション２	 

	 	 	 （主任指導、副指導教員等３名以上、院生参加）→点数評価／コメント	 

	 

【Ｒステージ３】～９Ｐ	 

	 	 	 ６Ｐ以上獲得し、研究プレゼンテーション２で「合」となったら、博論執筆準備を始めてよい。	 

	 	 	 ただし、課程修了までに９Ｐ獲得の目処が立っていること（内６Ｐは論文によるpointとする）。	 

	 

	 学術書籍（単著／共著）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ３～５Ｐ	 

国内外学会誌論文（査読つき）	 	 	 	 	 	 	 ３～５Ｐ	 

	 編書内論文	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ２～４Ｐ	 

	 学内紀要等（査読つき）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ２Ｐ	 

	 科研費報告書、同人学術誌等（査読なし）	 	 １Ｐ	 

	 国際学会発表	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ２Ｐ	 

	 国内学会発表	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 １Ｐ	 

	 研究プレゼンテーション	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ０／１Ｐ	 

	 学振特別研究員採択	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ３Ｐ	 

	 ＲＡ経験	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 １Ｐ	 

	 学会賞等の受賞	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 １～３Ｐ	 

	 

	 	 	 ＊共著、共同発表の場合は、first／second以下の別や、分担状況に応じた点数を与える。	 

	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 

Ⅱ	 教育ステージ	 

	 当面はステージ制は考えないが、以下の２点を課程修了までの要件とする。	 

①コースワークの充足＝博士後期課程の必要単位数の充足	 ６Ｐ	 

	 ②Ｒステージ３の段階に達したら、課程修了までに、大学での授業担当を想定した「シラバス作成」と

「模擬授業」の実施を義務づける。	 ３Ｐ	 
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2010 年度生以降に適用	 2010.1.24制定	 

	 

Ⅰ	 研究ステージ	 

【Ｒステージ１】～３Ｐ	 

	 	 	 ３Ｐ以上獲得した段階で研究プレゼンテーション１を行い、合格点を取ること。	 	 

	 	 	 	 

【Ｒステージ２】～８Ｐ	 

	 	 	 ８Ｐ以上獲得した段階で研究プレゼンテーション２を行い、合格点を取ること。	 

	 

【Ｒステージ３】～１１Ｐ	 

	 	 	 ８Ｐ以上獲得し、研究プレゼンテーション２で「合」となったら、博論執筆準備を始めてよい。	 

	 	 	 ただし、課程修了までに１１Ｐ獲得の目処が立っていること（内７Ｐは論文のポイントとする）。	 

	 

	 学術書籍（単著／共著）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ３～５Ｐ	 

国内外学会誌論文（査読つき）	 	 	 	 	 	 	 ３～５Ｐ	 

	 編書内論文	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ２～４Ｐ	 

	 学内紀要等（査読つき）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ２Ｐ	 

	 科研費報告書、同人学術誌等（査読なし）	 	 １Ｐ	 

	 国際学会発表	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ２Ｐ	 

	 国内学会発表	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 １Ｐ	 

	 研究プレゼンテーション	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ０／１Ｐ	 

	 学振特別研究員採択	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ３Ｐ	 

	 ＲＡ経験	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 １Ｐ	 

	 学会賞等の受賞	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 １～３Ｐ	 

	 

	 	 	 ＊共著、共同発表の場合は、first／second以下の別や、分担状況に応じた点数を与える。	 

	 

	 

Ⅱ	 教育ステージ	 

	 当面はステージ制は考えないが、以下の２点を課程修了までの要件とする。	 

①コースワークの充足＝博士後期課程の必要単位数の充足	 ６Ｐ	 

	 ②Ｒステージ３の段階に達したら、課程修了までに、大学での授業担当を想定した「シラバス作成」と

「模擬授業」の実施を義務づける。	 ３Ｐ	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 


